
Japan Society of Research on Early Childhood Care and Education

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Researoh 　on 　Early 　Childhood 　Care 　and 　Eduoation

055

地域療 育等支 援 事 業 にお け る保 育者支 援 に 関す る
一

考 察

　　　　　　　　高須真紀子

（社会福祉法 人 ロ ザ リオ の 聖母会 海上 寮療養所）

は じめ に

　近年の 障害福祉 の 理念 の 変化は，障害児 （者） の 地

域 生 活 支 援 に 視点 を お い た 制度 的転換をもた ら し っ っ

ある。な か で も，新規事業と して 次 々 とス タ
ー

トして

い る 『地域療育等支援事業選は，従来の 施策 で あ る措

置制度やセ ン ター
方 式 に よ る一点集中型 の 福祉 サ ービ

ス （療育を含 む） の 限界をふ ま え ，障害児 （者） と そ

の 家族 の 地域 で の 生活 へ の 二
F一ズ の 高 ま りに どの よ う

に応え る か考え ， 障害保健福祉圏域 （以下圏域 とす る ）

の 資源 を 開発
・活用 しなが ら，既存 の 枠組み にとらわ

れ な い サ ービ ス を 提 供 す る こ と が 期待 され て い る。

　 千葉 県北東 部 に位置す る香 取 ・海匝地域 で は ，（福〉

ロ ザ リオ の 聖母会が 運営す る 聖母 療育園 （重症心身障

害児施設 ， 以 下聖母療育園 とす る ） 及 び （福）菜 の 花

会 し もふ さ学園 （知的更生 施設）の 2 施設 が 指定事業

所 と して 地域療 育等支援事業 を受諾 し，圏城への 支援

に 取 り組 ん で い る 。

　 聖母療育園 が 取 り組 ん で い る地域療育等支援事 業

に 従事す る ス タ ッ フ は，圏域全体 の 人的資源 と して 位

置 づ け られ る コ
ー

デ ィ ネーターの 他， 聖 母 療育園 リハ

ビ リ課 の 理学療法 士 （PT ） 言 語 聴覚 士 （ST ）音楽

療法 士 （MT ）らが い る。筆者は，（福） m ザ リオ の 聖

母 会 が 運 営す る 単科 の 精神病院 にお い て 心 理臨床択当

（CP ） と して 勤務 して お り，聖母療育園か ら同事業

の な か の 施 設 支援
一・
般 指導事業 の 依頼 を 受 け，圏域の

授産施設及 び 保 育所等 を訪問 し，（障害の 種別 ・手帳 の

有無を 問わ ず）在籍の 障害児 （者）の ア セ ス メ ン ト及

び 施設職員 を 対象 に した コ ン サ ル テーシ ョ ン を実施 ・

継続 して い る。

　今 回 ，コ ン サ ル テ ー
シ ョ ン に 重点 を 置 い た の は ，施

設支援
．
般 指導事業 の 主 旨に 照 ら し，専門 的 な 療 育 的

知識 を も つ 人 に よ る短時間 の 断続 的な関わ りに よ っ て

効果 を 狙 うよ りも，保 育者 の 抱 える 子 ども の 成長
・
発

達に関連 した諸 問題 を 目々 の 保育の 中で よ り効果的 に

解決す る よ うに援助す る こ とが ，中長期的な視点 に 立

っ た と き保 育上 の ニ
ーズ に よ り豊 か に応 え る こ とが で

き る の で は ない だろ うか と考えるか らで あるe 日常的

に 子 ど もた ち と接 し て い る 家族や保育者 の 主体性 ・独

自性 を尊重 しなが ら，保 育や 家庭 で の 生活 に な じみ や

す い 発想 や 視点 で 問題 に 対処 す る 手だ て を 提 供 す る コ

ン サ ル テ
ー

シ ョ ン を行 うこ とも CP の 果 た す べ き役割

で あ る。こ の 場合 の コ ン サル テ
ー

シ ョ ン とは ，「保 育及

び 幼児教育の 専門家で あ る保育者 と ， 発達障害及 び 幼

児 の 発達 心 理 を 専門 と して い る CP とが，発達 上 （保

育 lt） の 特別 なニ
ーズ を もつ 子 ど も をどの よ うに 理解

し ， 保 育実踐の 中 で どの よ うに関わ っ て い くか を ， と

も に 考 えなが ら答 えを見つ け て い こ う とす る援助関

係 」 と位 置 づ け る。

1 ．目的

　本研究 は，筆者が取 り組んだ地域療育等支援事業 に

お け る 施 設支援
一一一

般指導事業 の 中で ，障害児保 育 に 取

り組 む保育所 を訪問 し，コ ン サル テ ーシ ョ ン を実践 し

た 中で ，  地域 の 特性 に根 ざ した 保 育上 の ニ
ーズ を把

握 し理解す る こ と，  心 理 臨床 担 当 と し て の 役割 と支

援 の あ り方 に つ い て 考察す る こ と を 目的 とす る。

ti．方法

1 ．Hl3 年度の 施設支 援
一

般指 導事業 の 流 れ

　 4 月 ： ＝ p ズ 調査 　支援対象 とな る圏城 の 施設及 び

事業所 に 対 す る コ ーデ ィ ネータ
ー

に よ る ア ン ケ
ー ト

ex ．在籍 して い る ［璋害児 の 有無 及 び 障害特性 に つ い

て ，支援 ス タ ッ フ （PT ，　 ST ，　 MT ，　 CP な ど） の

訪問支援 の 要望の 有無。

　 5 月 ： 圍 収 したア ン ケ
ー

トを元 に，支援の 要 望 の あ

っ た 施設 に ：
一

デ ィ ネ
ー

タ
ーが 訪問 し，情報 収 集と 事

業 の 説 明 を 実施 。
こ れ をうけて 支援会議 を 開 き，担 当

職種 と各職種 の 訪問 日程 の 調整 を行 う。

　 5 月 〜終結まで ：調整が行 われ次第，支援 ス タ ッ フ

に よる訪問開始。

　 9 月〜 10 月 ； コ
ー

デ ィ ネーター文援先 を 中間訪問。

支援 内容 の 見 直 し と調整 を 図 る 。

　 2 月 〜3 月 ； 今年度 の 実践 の 評価 と来年度 の 計画。

　そ の 他 ：  月 に 1 回 の 支援会議 の 開催 （ス ケ ジ ュ
ー

ル σ）確認）　   ．．
図 の 訪 問 ご と に報告書 を作成　  関

与す る 支援 ス タ ッ フ が 複数 の 場合，必 要 に応 じて カ ン

フ ァ レ ン ス を実施す る

2 ．対 象

　聖母療育園 に依頼の あ っ た，香取 ・海 匝圏域 におけ

る障害児及 び 特別 な 保育上 の ニ
ーズ に 取 り組む施設 の
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うち，CP が 関与 した 4 施 設 の 施 設長 お よ び 保育者．

　 保育所 A ： 支援開始 2001 年 6 月。

　 在籍数 50 入未満 （うち知的障害 2 名）

　 保 育所 B ： 支援開始 2001 年 11 月。

　 在籍数 100 人未満 （うち知的障害 2 名 ，肢体不 自

由 1 名 ，心因 と推測 され る 情緒 ・行 動 面 び）問 題 ⊥名 ）

　 保育所 C ： 支援開始 2001 年 ユ 1 月．

　 在籍tu　’tOO 人 未満 （うち 知 的障害 1 名，肢 体不 自

由 ／名 ，発 達 遅滞 1 ）

　 保育所 D ： 支援開始 200L 年 12 月。

　 在籍数 100 人未満 （うち知的障 3 名，心因 と推測

され る 情緒 ・行動 面 の 問題 2 名）

3 。訪 問時 の 動 き

　 訪問頻度 は，原則 と し て 】回 ／月。必 要 に応 じて 調

整す る 。

− H の 流れ は ，以下 の 通 りで あ る。

　 10：00　到 着　保育者と本 日 の 日課 を確認 した 後，保

育の 活動に合わ せ て 参与観察を行 う。コ ン サ ル テ ー
シ

ョ ン の 対象児が複数 の 場合 は ， 時間を区 切 っ て 対象児

の 活動 し て い る 場所 へ 移動す る。

　 11：00 午前 の 活 動 が 終 了 し，昼 食の 準 備 が一段 落 し

た と こ ろ で ， 保育者 と別 室 に て 話 し合 い を行 う。

　n ；00　終了　次回 の 訪 問 日 程及 び 当面 の 方向性 を

確認 して 辞去 す る。

4 ．手続 き

　   コ ン サル テ
ー

シ ョ ン に 持 ち 込 ま れ る 相 談 の 内 容

　　を整 理 し ， 課 題 を整 理 す る。

　  年度末に コ ン サル テ ー
シ ョ ン の 成果 と CP の 役

　　割に つ い て 保 育者 か ら の 評価 を 得 る。

皿【．経過 と考察

　詳細 は，当 日資料 を参照 の こ と。

表 1 ．コ ン サル テ ーシ ョ ン に も ち こ まれ た 内 容。

  保護者 と の 関係及 び家庭 の 問題

  子 どもの 情緒面の 問題

  子 どもの 暴力的な行為

  食事 に関する こ と （偏食 ・
マ ナ

ー
）

  発達検査等 の 実施

  自閉症 の 子 ど もの 行動傾 向つ い て

  着席 して の 活動 に 参加す る こ との 困難

5 件

3 件

3 件

2 件

2 件

1件

1件

　　　　　 　　　　　 （4 施 設合 わ せ ，延 べ 数）

　 今 回 の コ ン サ ル テ
ー

シ ョ ン に対す る保 育者 か ら の

ニ
ーズ の 高か っ た トピ ッ ク ス は ， 保 育者 の 問題意識を

保護者に伝え る こ との 困難さ及 び個別の 問題行勦に関

して で あ っ た 。 保 育者か らの 聴取 を 整理す ると， a ）

3 世 代同 居 が 多く，働 きに で る母 親 に 代 わ り，祖母 等

が 養育 の 役割を担 っ て い る 世帯 が 多い こ と， また，若

くして 出産す る 女性が多 く， 養 育者が子 育 て に あま り

意欲的 で は ない 揚 合，身辺 自立や栄養 面 の 指導を 保 育

が 肩代わ り して 行 う傾向 が 増 え て い る こ と。b ）離婚 や

夫婦の 不 和 に よ る家族 の 危機 が 要因 と見 られ る 心 因反

応 （極度 の 過敏 さ，易怒性，手加 減 の な い 乱暴な ど）

を示す子 どもの ケ
ース が複数件 あ る こ と。中 に は ネグ

レ ク トが疑われ る もの もあっ た。 こ の よ うな介 入 しに

くい 家族 の 問題 に ， 保 育者 の み が 対処 す る こ とは負担

が大き く ， 支援者に 対 す る 心 理 的 な ケ ア も求 め られ て

い る。c ）保育．Lの 特別 なニ
ーズ の あ る子 ど もに 関 して

は，保護者に発達の 遅れや障害が あるとい う認識 が な

い 場合や否認 して い る場合，保 育者 の 加配 の 手続 きを

と りた い 保 育所 との 間 に トラ ブ ル が生 じる 場合 が あ り，

どの よ うに 理解を得 た ら 良い か と い う相談もあ っ た 。

こ の よ うな保育者 と保護者 の 認 識 の ズ レ は，相互 に 不

信感 を 生 む 悪循環 に 陥 りや す い 。ま た，乳幼児検 診 後

の フ ォ ロ ーア ッ プ体制 の 来整備 な どの 社会資源 の 問題

もあ り，障害 の 受容 を め ぐっ て 発生す る 家族 の 葛藤を

解決す る 支援 の 手 だ て も 考慮す る 必 要 が あ る 。

　 子 どもの 個別 の 問題行動 に 関 して は，保 育者 中心 の

コ ン サ ル テ
ー

シ ョ ン を 行 い ，当 面 の 問題 に つ い て どの

よ うに受け 止 め，ど の よ うに 対処 し，どう しよ うと し

て い る の か 聴 取す る。ま た，それ が 実際に行われ て い

る様 子 を 現場 で 観察す る が ，早 急 に 結論 を解釈 し た り
，

ケ
ー

ス を直接 引き受けた りは せ ず，解決 は あ くま で保

育者に委ね る。そ の 際 に ，硬 直化 した 「子 ども の 問題

行動 （現象） と保育者 の 対 処 （偽解決）」の 循環 へ の 気

づ きを促 し， 問題 に新た な枠組 み を もた せ る こ とで ，

新た な 対処 法方を積極的に探索す る 姿勢が 引き出 され

る こ とを期待す る。こ れ に は ， 原 因探 しをす る こ とな

く問題 に 焦点づ けられ た解決 を志 向す る短期療法的な

ア ブ n 一チ が参考 に な る。小 さ な変化 の 始 ま りが 保 育

全体を活性化 させ て い く様子 が観察され た u

ま と め

　 筆者 が 地 域 療育等支援事業 に 加 わ っ た の は 今年度

か らで あるが ，CP の 専門性 に つ い て は あま り知 られ

て お らず，どの よ うな ニ
ーズ に 対応す る職 種 で あ る か

コ ーディネーターに も不 明な点 が 多か っ た よ うで あ る c

だ が，当 初 は 少 な か っ た訪問依頼 も，他 の 専門職 との

カ ン フ ァ レ ン ス 等 を 介 して 対応困難事例 へ の 協力を求

め られるように な り，徐 々 に 訪問先が増 えつ っ あ る 状

況 で あ る。今後，地域 で 実績 を積み 重ねっ つ ，新 た な

ニ ーズ の 掘り起 こ し に努力 して ゆ きた い と考え て い る。
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